
令和５年度第２回さぬき市少年育成センター運営委員会 

 会議要旨（要約） 

 

１ 日 時 令和６年２月２０日（火）  １３：３０～１５：００ 

２ 場 所 寒川第２庁舎 ２階 ２０３会議室 

３ 出席者［委 員］ 土佐清二 六車信二 梅本明宏 山田眞粧美  

佐藤隆宏 植原誠（代理 髙﨑路代） 熊田ちえ  

頼富勉 國方登久枝 國方三千代 中川勝幸  

松木みどり 

［事務局］ 和田教育長 佐藤教育部長 高西学校教育課長  

川口育成センター所長 竹内専門相談員  

射場専門相談員 福嶋専門補導員 

［傍 聴］ ０名 

４ 議 題  

（１） 令和５年度事業報告について 

（２） その他 

５ 会議の内容は、次のとおりである。 

発言者 意見概要 

（事務局） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（委員長） 

（事務局） 

 

（教育長） 

（事務局） 

 

 

 

ただ今から令和５年度第２回さぬき市少年育成センター

運営委員会を開会します。開会にあたりまして、本日の会議

の出席状況を御報告させていただきます。本日の会議の出席

者は１２名、欠席者は４名です。 

さぬき市少年育成センター条例施行規則第６条第２項の

規定に基づき、過半数以上の委員の出席があり、本日会議が

成立することを御報告します。 

それでは、最初に運営委員会委員長 土佐清二様に開会の

御挨拶をお願いします。 

（挨拶） 

続きまして、さぬき市教育委員会 和田浩二教育長が御挨

拶を申し上げます。 

（挨拶） 

ここで、平成１６年度から施行されました「附属機関等の

委員の構成及び会議の公開に関する指針」に基づき、本会議

は公開となっております。 

会議の公開・傍聴の受付を行いましたが、本日の会議の傍



 

 

 

 

 

（委員長） 

 

 

 

 

 

 

 

（事務局） 

 

 

 

 

（議 長） 

 

（委 員） 

 

 

 

（事務局） 

 

（委 員） 

 

 

（事務局） 

（議 長） 

（委 員） 

（議 長） 

 

 

（委 員） 

聴者はいないことを御報告いたします。 

 それでは、さぬき市少年育成センター条例施行規則第６条

で「運営委員会の会議は、必要に応じて委員長が招集し、委

員長は、その議長となる」とありますので、議長は土佐委員

長に以降の進行をお願いします。 

それでは、これより議案審議に入ります。 

本委員会は、まだまだ新型コロナやインフルエンザ等の感

染が心配される時期ですので、効率よく会を進めていきたい

と考えていますので、各段の御協力のほど、よろしくお願い

します。 

議題（１）令和５年度事業報告について、事務局から説明

をお願いします。なお、各委員からの御質問や御意見につき

ましては、すべての説明が終わった後にお願いします。 

議題 

（１）令和５年度事業報告 

 活動計画の概要と実施状況…少年補導、少年相談、適応指

導教室、地域連携、環境浄化、広報啓発、研究・研修、運営

に関する審議会 

 それでは、各項目に対して、御質問や御意見がありました

らお願いします。 

 少年相談に関して、内容別相談件数の「不登校」が８１件

と断トツで多いんですが、さぬき市の小学校、中学校別の不

登校児童生徒の人数、全児童生徒に対する不登校の割合をグ

ラフにして、横ばいか右肩上がりか教えていただきたい。 

令和４年度の不登校者数は、小学校は２２人、中学校は 

５８人です。右肩上がりで増加傾向にあります。 

３年前に国がスクールロイヤー（学校弁護士）を全国で 

３００人設置しましたが、現在までにさぬき市が活用したこ

とがありますか。 

県の弁護士に数件、相談を含めて活用しました。 

ほかに御意見・御質問はございませんか。 

質問なし 

質問や意見がないようなので、以上で審議を終わります。 

これをもって、事業報告の承認をいただいたということで

よろしいでしょうか。  

承認 



 

 

（議 長） 

 

（事務局） 

 

（議 長） 

（委 員） 

（議 長） 

（事務局） 

 

 

続きまして、（２）その他の項目の説明を事務局からお願

いします。 

（２）その他 

  「青少年の動向に関するモニター集計表」について  

（２）その他に関して御質問、御意見はございませんか。 

質問なし 

以上で本日の議題はすべて終了しました。 

事務連絡…次年度の運営委員の承諾について 

以上をもちまして、令和５年度第２回さぬき市少年育成セ

ンター運営委員会を終わります。 


